
化学物質による環境影響評価
環　境

１．研究内容

　安全安心な生活を送る、人の健康を損なわない、生
態系を保全するためには化学物質のリスクや環境影響
に関する情報・知見が必要です。当研究室では、日常
生活の中で人や環境に影響を与える化学物質の測定・
分析やデータ解析を行い、その動きや傾向を分析し、
影響を評価する研究を行っています。
　主なテーマ
　・有害化学物質の暴露シナリオに基づく暴露解析と
リスク評価

　・環境影響評価手法に基づいた環境測定・分析

２．地域・産学連携の可能性

　大気・水質・粉じん等の環境測定・分析方法に関す
る助言、環境測定を行う際の現場での測定条件デザイ
ンへの助言、各種機関からの情報収集方法に関する助
言が可能です。
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動物公園前沿道の大気環境測定

キャンパス内喫煙所周辺の環境測定

有害物質の機器分析
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